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住宅医の活動と断熱改修の実際



耐震性能の不足

日本のストック住宅の現状



日本のストック住宅の現状

メンテナンス不足による劣化



高齢者（84歳）の寝室

高齢者に優しくない生活動線

ヒートショックを起こしかねない温熱環境

日本のストック住宅の現状



無断熱住宅

深夜電力温水器

開放型ストーブ

日本のストック住宅の現状

エネルギーの浪費
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外国産材(千ｍ3)

国産材(千ｍ3)

自給率(％)

新築住宅着工戸数(万戸)

日本の木材自給率と新設住宅着工戸数の推移

資料：木材自給率「林野庁木材需給表 H27年版」をもとに作成
新設住宅着工戸数「国土交通省建築統計年報H28年版（H26年発表）」による

日本のストック住宅の現状
1973年
1,905,112戸 2015年

920,537戸
2014年
892,261戸

2015：木材自給率31.2％

2018年
952.936戸

2016年
974.137戸



住宅医が実施する 既存ドックシステムとは



「住宅医による木造住宅調査診断」



「住まいの診断レポート」の提出

住まいの診断レポート（目次）



住まいの健康調査

事前調査

1～2人で訪問 ： 2時間]

住まいの精密検査

詳細調査

[10～20人程度のチーム：1日]

木造建築病理学を踏まえた
既存住宅の調査診断方法とは

「住まいの診断レポート」の提出

詳細調査および調査結果の診断では、長期優良住宅認定基
準の中にある項目をもとに、5項目をあげ、さらに、火災時
の安全性を加えて６つの項目が、既存住宅の性能把握に特に
重要であるという判断から、以下の６つの住宅性能
項目を中心に調査・診断を行っている。

①劣化対策（劣化の軽減に関すること）
②耐震性（構造の安定に関すること）
③断熱性
④省エネルギー性

（温熱環境・エネルギー消費量に関すること）
⑤バリアフリー性（高齢者配慮に関すること）
⑥火災時の安全性（火災時の安全性に関すること）

報告書の作成（分析・診断）

[約 １ヶ月 ]



「住まいの診断レポート」報告会

改修前



改修後改修前



住宅医の改修事例１

2020 築33年の耐震＋断熱改修



既存建物概要

所在地 ：
用途地域 ： 第１種低層住居専用地域

防火指定無し

主用途 ： 専用住宅

構造・規模 ： 木造 地上2階建て

建設年 ： 1987年（昭和62年）
築年33年（改修完成時）

敷地面積 ： 223.51㎡（67.61坪）

延床面積 ： 131.32㎡（39.66坪）

１階 ： 87.25㎡（23.39坪）

２階 ： 43.88㎡（13.27坪）



住宅医 詳細調査

調査：2018年10月10日
調査人員：９名
調査費用：221,508円（税込み）



ＵＡ値：
1.09Ｗ/㎡Ｋ
＞0.87Ｗ/㎡Ｋ

Ｑ値：
3.53Ｗ/㎡Ｋ
＞2.7Ｗ/㎡Ｋ

●非破壊による現況調査

詳細調査 改修前断熱性能

グラスウールの多くが脱落していた。

底冷えがするというヒアリング結果の裏付け
になった。

省エネ基準 地域区分
→４地域（Ⅳ地域）
年間日射地域区分
→A4区分（年間の日射量が多い地域）

暖房期日射地域区分
→H2区分（暖房期の日射量が少ない地域）



0.47評点

◆耐震診断結果

２階 Ｘ：1.48
Ｙ：1.35

１階 Ｘ：0.47
Ｙ：1.13

◆構造的特徴
▫有筋基礎
▫筋交い耐力壁（金物無し）
▫木製火打ちあり

◆軸組の問題点
▫2階の外壁の下に柱・耐力壁
が無い部分がある。

詳細調査 改修前耐震性能



改修後改修前

詳細調査診断結果 改修前 ～ 改修後



Ｎ
床下
AC

プランニング

2階プラン

▫妹と兄の個室のみにして
広さを確保。

１階プラン

▫要望により浴室を南に。

▫ランドリー室を設けた。

▫座敷を4.5帖の客間に。

■ ■



PFB(ｱ)100×2 天井敷き込み

屋根 平均Ｕ値
0.22W/㎡K <0.24W/㎡K

PFB(ｱ)100【充填】 一部ﾌｪﾉﾊﾞﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)50

外壁 平均Ｕ値
0.32W/㎡K <0.53W/㎡K

基礎断熱 ﾐﾗﾌｫｰﾑMKS(ｱ)50全面敷込み

土間・床 平均Ｕ値
0.21W/㎡K <0.48W/㎡K

ｱﾙﾐ樹脂複合ｻｯｼ（ｻｰﾓｽⅡＨ Low-E複層ｶﾞﾗｽ）
ｲﾝﾅｰｻｯｼ（ｲﾝﾌﾟﾗｽ）木製建具(玄関)

開口部 平均Ｕ値
2.22W/㎡K <4.65W/㎡K

断熱性能

ＵＡ値：
0.40Ｗ/㎡Ｋ
＜0.87Ｗ/㎡Ｋ

換気を除く外皮熱損失
量ｑ値を外皮面積で
除した値で、外皮平均
の断熱性能。

Ｑ値：
2.01Ｗ/㎡Ｋ
＜2.7Ｗ/㎡Ｋ

ＵＡ値：
1.09Ｗ/㎡Ｋ
＜0.87Ｗ/㎡Ｋ

換気を除く外皮熱損失
量ｑ値を外皮面積で
除した値で、外皮平均
の断熱性能。

Ｑ値：
3.53Ｗ/㎡Ｋ
＜2.7Ｗ/㎡Ｋ

Low-E複層ガラス

熱貫流率：2.33w/㎡K
気密性能：A-4(2)等級

インナーサッシ：インプラス

色：ライトウッドG

Low-E複層ガラス
熱貫流率：1.7W/㎡K

サーモスⅡ-H：LIXIL

改修後改修前



気密測定

C値=3.3cm2/㎡

測定の為、工事途中部分の隙間を塞ぐ

玄関木製建具は合板で塞ぐ



冷暖房 ●床下エアコン【パッシブ冷暖】



2階外壁下の耐力壁



2階外壁下に新規設けた耐力壁



断熱障子





住宅医の改修事例２

茅葺の小屋をとり除き2階増築2019



詳細調査 2017年12月11日 調査員9名 調査費 309,380円（税別）

・詳細調査



・詳細調査

◈2階柱直下に
柱が無い



L

既存屋根伏図

隣家

離れ

母屋

道

路

K
D

応接間仏間
段差

段差段差

段差

段差

段差

段差

段差

谷

藁ぶきの上亜鉛鉄板葺き

雨漏り

・詳細調査

谷



◈扠構造、藁ぶき屋根の上、亜鉛鉄板
◈藁の厚さ200㎜
◈扠は数本折れていた
◈床は松板の上土敷（90㎜）

・詳細調査



・現況建物性能
所在地：大阪府四條畷市

上部構造評点

X方向 0.33 ＜ 1.00

Y方向 0.49 ＜ 1.00

UA値 2.86W/㎡K＞0.87W/㎡K

（Q値 10.34W/㎡K＞2.70W/㎡K）

評価項目 得点 劣化事象 低減 評価得点

外壁の軸組等 0

土台の防腐・防蟻 0

浴室の防水 0

脱衣室の防水 18.3

地盤の防蟻 10

基礎の高さ 0

床下の防湿・換気 0

小屋裏の換気

床下の点検 0

小屋裏の点検 0

評価項目 評点 評価得点

上部構造評点 0.33 33

評価項目 基準値 計算結果 低減 評価得点

外皮平均熱貫流率（UA値） 0.87 2.83

平均日射取得係数（ηa値） 2.8 6.7 0.9

防露措置 1

外壁・間仕切り壁上下の気流止め 1

断熱性能に関する著しい劣化事象 0.9

評価項目 基準値 計算結果 低減 評価得点

一次エネルギー消費量（GJ） 82.4 161.1

断熱性能に関する著しい劣化事象 1

評価項目 得点 評価得点

便所の配置・寝室の大きさ 5

浴室の大きさ 15

便所の形状・大きさ 5

玄関・浴室出入口の幅 10

その他の出入口・通路の幅 0

玄関・浴室出入口の段差 0

バルコニー・その他の段差 0

階段の形状 15

手すり・転落防止手すり 0

アプローチ 5

評価項目 得点 評価得点

火源付近の内装（壁） 15

火源付近の内装（天井） 0

火災警報器の設置（寝室、階段、台所） 0

火災警報器の設置（その他の居室） 0

消火器の設置（火源付近） 0

二方向避難の確保（全ての居室） 15

屋根の防火性能（基準法要求性能） 15

軒裏の防火性能（基準法要求性能） 15

外壁の防火性能（基準法要求性能） 15

開口部の防火性能（基準法要求性能） 15

あり（広範囲） 0.7 20

25

劣化
対策

耐久性

耐震性

断熱性

結　果　記　入　欄

リスクなし

気流止めあり

劣化事象あり

火災時
の安全
性 90

省エネ
ルギー
性 51

バリア
フリー
性 55

劣化事象なし

20 
33

25

51

55

90

0

50

100

150
劣化対策（耐久性）

耐震性

断熱性

省エネルギー性

バリアフリー性

火災時の安全性



・改修計画

茶の間茶の間 応接間

寝室

既存

改修１階平面図

駐車場より
スロープ

門より階段

全面
道路



・改修計画

改修2階平面図

寝室

納戸

フリールーム



・基礎工事

鉄筋を組む



・基礎工事

基礎完成



・構造ー耐震性能

既存断面図



・構造ー耐震性能

改修矩計り図



・構造ー耐震性能

改修矩計り図

270300 270270270270 300



・断熱性能
天井～パーフェクトバリア 厚200

基礎断熱～スタイロフォーム（ァ）50

壁～パーフェクトバリア （ア）100

＋フェノバボード（ア）30

屋根～フェノバボード
（ア）120



２F：フェノバボード(ｱ)120【充填】
1F：PFB(ｱ)100＋100【充填】

屋根 平均Ｕ値
0.22W/㎡K <0.24W/㎡K

2F：PFB(ｱ)108【充填】+
ﾌｪﾉﾊﾞﾎﾞｰﾄﾞ(ｱ)30【外張】

外壁 平均Ｕ値
0.29W/㎡K <0.53W/㎡K

樹脂ｱﾙﾐ複合サッシ
+付属部材(ﾊﾆｶﾑ)

開口部 平均Ｕ値
2.68W/㎡K <4.65W/㎡K

構造用合板(ｱ)28の上、
ヒノキフローリング(ｱ)15

床 平均Ｕ値
1.05W/㎡K <0.48W/㎡K

ＵＡ値：
0.57Ｗ/㎡Ｋ
＜0.87Ｗ/㎡Ｋ

Ｑ値：
2.12Ｗ/㎡Ｋ
＜2.7Ｗ/㎡Ｋ

ＵＡ値：
2.86Ｗ/㎡Ｋ
＜0.87Ｗ/㎡Ｋ

Ｑ値：
10.34Ｗ/㎡Ｋ
＜2.7Ｗ/㎡Ｋ

・断熱性能



144

120

137

117

80

125

0

50

100

150
劣化対策（耐久性）

耐震性

断熱性

省エネルギー性

バリアフリー性

火災時の安全性

・現況建物性能
所在地：大阪府四條畷市

上部構造評点

X方向 0.33➡ １Ｆ1.88 ２Ｆ2.05 ＞ 1.00

Y方向 0.49➡ １Ｆ2.34 ２Ｆ2.77 ＞ 1.00

UA値 0.57W/㎡K＜0.87W/㎡K

（Q値 2.12W/㎡K＜2.70W/㎡K）

20 
33

25

51

55

90

0

50

100

150

評価項目 得点 劣化事象 低減 評価得点

外壁の軸組等 18

土台の防腐・防蟻 18

浴室の防水 0

脱衣室の防水 18

地盤の防蟻 18

基礎の高さ 18

床下の防湿・換気 18

小屋裏の換気 0

床下の点検 18

小屋裏の点検 18

評価項目 評点 評価得点

上部構造評点 1.20 120

評価項目 基準値 計算結果 低減 評価得点

外皮平均熱貫流率（UA値） 0.78 0.57

平均日射取得係数（ηa値） 2.8 0.6 1.0

防露措置 1

外壁・間仕切り壁上下の気流止め 1

断熱性能に関する著しい劣化事象 1

評価項目 基準値 計算結果 低減 評価得点

一次エネルギー消費量（GJ） 120.7 103.6

断熱性能に関する著しい劣化事象 1

評価項目 得点 評価得点

便所の配置・寝室の大きさ 15

浴室の大きさ 15

便所の形状・大きさ 10

玄関・浴室出入口の幅 10

その他の出入口・通路の幅 0

玄関・浴室出入口の段差 0

バルコニー・その他の段差 0

階段の形状 15

手すり・転落防止手すり 0

アプローチ 15

評価項目 得点 評価得点

火源付近の内装（壁） 15

火源付近の内装（天井） 15

火災警報器の設置（寝室、階段、台所） 15

火災警報器の設置（その他の居室） 5

消火器の設置（火源付近） 0

二方向避難の確保（全ての居室） 15

屋根の防火性能（基準法要求性能） 15

軒裏の防火性能（基準法要求性能） 15

外壁の防火性能（基準法要求性能） 15

開口部の防火性能（基準法要求性能） 15

劣化
対策

耐久性
なし 1 144

耐震性

断熱性
137リスクなし

気流止めあり

劣化事象なし

省エネ
ルギー
性 117

劣化事象なし

バリア
フリー
性 80

火災時
の安全
性 125















茶の間





写真/畑拓



英国のレディング大学のカリキュラムを参考

◆【設計】 既存建物の診断は、「耐震診断」に限られる

◆【施工】「開けてみなければわからない」→ リスクが高い

既存建物診断技術・制度の整備を目指す

2006岐阜県立森林文化アカデミーの 木造建築病理学講座 開始

改修設計の現状と問題点

住宅のロングライフ化のために

建築病理学に基づいた

長期優良住宅先導事業の採択が契機

2008年/ Ｈ20年度 木造建築病理学既存ドックシステム

2010年/ Ｈ22年度 段階的改修方法の確立～木造建築病理学既存ドックシステム２

2011年/Ｈ23年度 性能向上レベルの明確化～木造建築病理学既存ドックシステム３

治す力を持った設計者が必要



2009 住宅医スクール 開校

◆2009年5月より、名古屋駅前にて 住宅医スクールを開校

◆2011年6月 東京住宅医スクール開校

◆2012年6月 大阪住宅医スクール開校

2014年 一般社団法人 住宅医協会 発足

◆2020年度 ＜休講＞

◆2021年 オンラインスクール スタート！ ＜第12期＞

◆2022年 オンラインスクール 2／5開講 ＜第13期＞






